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解答上の注意

試験開始の合図があるまで、 この問題紙 を開いてはな らない。

問題紙は、 この紙 を含 めて5枚 ある。

解答用紙(25字 ×40行=1000字)は 、2枚 ある。

解答用紙は、2枚 とも必ず提出すること。

受験番号は、すべての解答用紙の指定 され た個所 に必ず記入す ること。

選択 した問題番号は、すべての解答用紙の指定 された個所 に必ず記入すること。

解答は、すべて解答用紙の指定 された欄 に記入す ること。

下書き用紙は別途配布 されるが、問題紙 の余 白を下書きに使用 してもさしっか えない。

問題紙お よび下書き用紙は持ち帰 ること。



以 下 の 問 題1～4の うちか ら1題 を選 択 し、1600字'》2000字 の 日本 語(横 書 き)

で解 答 しな さ い。

1

近年メデ ィアに関わる教育や研究の場 でいわゆるメディア ・リテラシーの重要性が強調 され る

よ うになってきた。そのよ うな重要性に対す る認識が高まってきたこ とには、 どの よ うな社会的

あるいは学問的背景があるのだろ うか。以下の文章 を参考に して、考えるところを述べな さい。

それでは、 メディア ・リテ ラシー とは何 か。 この言葉が意味 しているのは、けっして新 しい

メディアを使 いこなす能力ではない し、そ うしたメデ ィアを使 って最新の情報をキャッチす

る能力でも、またそれ らで情報 を発信 してい く能力で もない。た しかに場合 によっては、メ

デ ィア・リテラシーの手段 として、これ らの能力が必要 とされ ることもあるが、この概念 の も

っとも重要な点 は、こ うした情報処理能力 にあるわけではない。メデ ィア・リテ ラシー とは、

私たちの身のまわ りのメデ ィアにおいて語 られた り、表現 された りしている言説やイメー ジ

が、い ったい どの ような文脈 のもとで、いかなる意図や方法によって編集 されたものである

のかを批判的に読み、そこか ら対話的なコミュニケーシ ョンをつ くりだ してい く能力 のこと

で、単なる情報発信能力や情報処理能力ではない。つま り、あらゆる情報 は編集 されている

こと、 したがってあらゆる現実 もまた もろもろの社会過程の中で編集 され、構成 された もの

であるとい う認識が、メディア ・リテラシーの出発点 となる。そ して、 この概念 は、メディ

ア ・テクス トの批判的な読解 と、新たな公共的 コミュニケー シ ョンの創 出 とい う表裏 をなす

実践をっないでい く。

(吉見 俊哉 、2003年 『カル チ ュラル ・ター ン、文化 の政治 学へ 』)
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電子 メデ ィアの普及 による情報環境の変化に より、対人コミュニケーシ ョンは どの ように変化

しっっあるのだろ うか。宮 田(1988年 『電子メデ ィア社会:新 しいコミュニケ・一シ ョン環境の社

会心理』)は 、電子 メデ ィアによって作 り出 され る情報環境の変化 として次の点 を挙げてい る。そ

れ らは、(1)双方向性、(2)時間的・空間的制約か らの解放、(3)個別化、(4)ネ ッ トワー ク化 、(5)情報

の種類 と量の増大、(6)擬似環境の創 出、(7)情報の視覚化、である。 これ らの うち、特 に重要 と思

われ るものを少 なくとも二点選択 し、それ らを基礎 に、情報環境の変化 が対人 コミュニケーシ ョ

ンに与 えた と考えられ る影響、お よび、電子メデ ィアと対人 コミュニケー シ ョンのあるべき関係

について論 じなさい。
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地方 自治ない しは国政 において、議論 を二分するよ うな重要な政治的懸案が生 じた場合、原則

として住民(国 民)投 票 にかけて事 を決す るべ きである とい う意見が近年盛んである。 しか しそ

れに対 しては、そのよ うな直接民主主義的手段の多用は、現代 目本 の基礎的な政治制度 である代

議制民主主義 の根幹 を揺 るが しかねない とい う反論 も根強い。 あなたは基本的に どちらの立場 に

立っか、見解 を述べなさい。

その際、以下のよ うに論 を構成す ること。

(1)該 当す る政治的懸案を一つ挙げる。

(2)そ の懸案 に関 して、直接民主主義的手段を取 った場合のメ リッ ト、デ メ リッ トを列挙す

る。

(3)同 じくその懸案 に関して、問接民主主義的手段を堅持 した場合 のメ リッ ト、デ メ リッ ト

を列挙す る。

(4)(2)、(3)を 総合的に勘案 して、 どちらの立場を基本的に支持す るか結論を述べる。
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以下はrr方 言」は国家をこえるか」 とい う文章の一部である。 「外 国人の話す 目本語」 と 「方

言」をいわゆる 「目本語」 との関係 において どのように捉 えるべ きか、この筆者 の論 を参考 に し

て、あなたの意見を述べな さい。

私事 にわたるが、韓国人留学生 に 「わた しの 目本語は どの方言にきこえますか」 とたずね

られたこ とがあった。 なん ともこた えられなかったが、こ うした質問の しかたにお どろいた

のをおぼえてい る。

《 中 略 》

さきの留学生の発言 には、「日本語」への志向をしめす 、つま り 「目本語」の内部に 自分の

はなす 「目本語」を位置づ けてほしい、外国人のはなす 「目本語」ではないのだ、 とい う意

識 を感 じとっていかざるをえない。さらにいえば、留学生 自身が 「方言」とい うことは、r真

性の 目本語」にはなっていないr方 言」 とい うr一 般的な」位置づけを、無意識下に反映 し

ているのではないか、 とも解釈できる。そ うした ところか ら、r方 言」 とい う単語の レ トリッ

ク として持っ側面をお もったが、そ うした 「同化志向」めいた ものを、「目本語」が 内包 して

いる とも感 じとるのである。

(安 田敏 朗 、2003年 『脱 「目本 語」 へ の視座 』)


